
 

■ 2022 年 7 月 29 日（金）13:00～16:00 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和の日本型教育を受け、個別最適な学び、協働的な学びの一体的な充実が期待されるようになりました。支援が必要

な子どもについても、適切な実態把握に基づいた、個に応じた指導の充実が求められています。この個別最適な学びで重

視されている誰一人取り残さないという視点は、特別支援教育や合理的配慮

の視点と多くを共有しており、支援学校、支援学級等に在籍する子ども、通級

（特別支援教室）を利用しながら通常級で学ぶ子どもの学習デザインにも深

く関係しています。 

今回は特別支援教育の実践に携わる方々から、自立活動、交流及び共同

学習、学校と他の関係機関での育ちや学び、学級経営等の視点からお話しを

いただき、支援を要する子どもの個別最適な学び、個別最適な学びを考える

うえで特別支援教育でこれまで大事にしてきたことから得られる実践的示唆

の双方について考えたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：東京学芸大学・東京学芸大学附属特別支援学校ネットフォーラム推進委員会 

事務局代表：東京学芸大学附属特別支援学校長 藤野 博 


